


















緒言

　心身障害児の総合療育相談に歯科領域が参画する場合の狙いとして,初年度

において,障害の早期発見に役立つと思われる歯科的所見を指摘しうるものと

予測して緒についた。

　しかし,過去 3 年に及ぶ療育相談の結果は当初の意図と異った結果をもたら

せた。

　50 年度報告はこの点に焦点をおいて知見をまとめてみたい。


